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The effects of misinformation on person perception: Examination from the perspective of situation model

Nobuhiro Mitani, and Kaori Karasawa

Graduate School of Environmental Studies, Nagoya University, Japan

The purpose of the study was to investigate the method to exclude the influence of misinformation on person perception.  Guided by the

situation model, it was predicted that the misinformation was less likely to influence on the judgment about the person if the misinfor-

mation and correct information described the person in different situations.  Forty participants read the story about the course of an

accident that contained the information indicating that the arrested suspect was not the true criminal.  They then rated the impression of

the person and performed recognition tasks.  Results indicated that the misinformation was less likely to influence the judgment when

the situation described in the misinformation was different from that in the correct information.  It was argued that the correct informa-

tion have an effect to deny the misinformation when they describes the person in different situations since it lead to different person

representations.
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【共通部分】 
1. 8 月 26 日午後 10 時ごろ、バッグを奪われたとの通報が被害者の

女性（25）から警察にあった。 
2. 被害者は同日午後 9 時ごろに会社から帰宅し、マンションのエ

レベーターに乗った。 
3. 被害者が「閉」を押そうとした瞬間、突然男がエレベーターに

乗りこみ顔に催涙スプレーをかけてきた。 
4. そのすきに、現金 3 万円の入ったバッグを奪われた。 
5. 被害者は被害に遇う直前に少し犯人の顔を見ており、それと監

視カメラの映像から犯人を捜索した。 
6. 警察は、近所に住む建築会社勤務・高田秀明容疑者（31）を逮

捕した。 
7. 警察の調べでは、高田容疑者は事件の日の午後 8 時ごろから、

隠れて被害者の帰宅を待っていた。 
8. 1 時間後、高田容疑者は被害者の帰宅を発見、被害者がエレベー

ターを待っている時に後から忍び寄った。 
9. 被害者がエレベーターに入りボタンを押そうとした瞬間、高田

容疑者は被害者に催涙スプレーを噴射。 
10. 被害者がひるんだすきに、高田容疑者はバッグを奪って逃走し

た。 
【同一状況条件】 
11. 高田容疑者は、事件が起きた時、事件のあったマンションには

いたが、犯行は行っていないと主張した。 
12. 高田容疑者によると、事件の日は、事件現場のマンションに住

む友人に会いにマンションに向かった。 
13. マンションに到着してエレベーターを待ったがなかなか来ず、

高田容疑者は階段で向かうことにした。 
14. 事件のあった時刻には、高田容疑者はちょうどマンションの 2

階から 3 階に上るところであった。 
15. その後、高田容疑者は友人の部屋に到着し、用事を済ませてす

ぐに帰ったという。 
16. その後の調べで、事件現場のマンションの階段をのぼる高田容

疑者を目撃した人が現われた。 
17. 高田容疑者は犯行の容疑が完全に否定され、警察から釈放され

た。 
【別々状況条件】 
11. 高田容疑者は、事件が起きた時マンションにおらず仕事中だっ

たため、犯行は行っていないと主張した。 
12. 高田容疑者によると、事件が起きた日は朝から自動車で岐阜県

の高速道路建設現場に向かっていた。 
13. 午前 9 時 45 分に高田容疑者は工事現場に到着すると、早速高

所での作業に取りかかった。 
14. 高田容疑者は高所での作業を夜まで続け、事件のあった時間に

もまだ作業中であった。 
15. その後、夜 12 時 30 分になってようやく仕事が終わり、高田容

疑者は自動車で自宅に帰ったという。 
16. その後の調べで、事件の時刻に高速道路の工事現場で作業中の

高田容疑者を目撃した人物が現われた。 
17. 高田容疑者は犯行の容疑が完全に否定され、警察から釈放され

た。 
【状況なし条件】 
11. 高田容疑者は、犯行は行っていないと主張した。 
12. 最近、マンションでは強盗が多く発生しているため監視カメラ

を設置していた。 
13. そこに高田容疑者らしき人物が映っていたのであった。 
14. 警察は、高田容疑者の犯行を裏付けるため、現場の聞きこみを

徹底的に行った。 
15. また、過去に起きた強盗事件についての高田容疑者のアリバイ

についても調べた。 
16. しかし捜査の結果、高田容疑者が事件に関与していないことを

示す目撃証言が複数得られた。 
17. 高田容疑者は犯行の容疑が完全に否定され、警察から釈放され

た。 
【訂正なし条件】 
11. 高田容疑者は、犯行は行っていないと主張した。 
12. 最近、マンションでは強盗が多く発生しているため監視カメラ

を設置していた。 
13. そこに高田容疑者らしき人物が映っていたのであった。 
14. 警察は、高田容疑者の犯行を裏付けるため、現場の聞きこみを

徹底的に行った。 
15. また、過去に起きた強盗事件についての高田容疑者のアリバイ

についても調べた。 
16. 捜査の結果、高田容疑者が事件に関与していることを示す目撃

証言が複数得られた。 
17. 後に高田容疑者は犯行を自供し、裁判で有罪判決を受けた。 
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  同一状況 別々状況 状況なし 訂正なし 
すり 2.1 2.6 2.7 2.8 
放火 3.2 2.9 2.2 3.4 
強盗 3.3 2.2 3.3 3.3 

ひき逃げ 2.2 2.8 3.3 3.1 
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 同一状況 別々状況 状況なし 訂正なし 

すり 0.9a 0.45b 0.75a 0.65a 

放火 0.85 a 0.45 a 0.6 a 0.85 a 

強盗 0.45ab 0.65ab 0.25a 0.80b 

ひき逃げ 1.00a 0.85ab 0.65b 0.95ab 

3

5%

16

17

17

6

1

6

4

2

4

4 12

4

8 4

4

1

2

2 4 4 16

1 4

2 4

F(3, 36) = 4.21, p<.05 2

3

p<.05

3

F(3,36)=4.61, p<.01

F(3,36)=3.11, p<.05

p<.01

p<.05

4



Journal of Human Environmental Studies, Volume 3, Number 1

Nobuhiro Mitani et al: The effects of misinformation on person perception

5%

 同一状況 別々状況 訂正なし 

すり 0.85ab 0.50a 0.90b 

放火 1.00c 0.50a 0.90b 

強盗 0.95b 0.70ab 0.45a 

ひき逃げ 0.95a 0.75a 0.9a 
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